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第11回グッドライフアワードエグゼクティブサマリー（要約）

キービジュアル
（取組を象徴するイメージ画像）

私たちが取り組むVESTA(ウェスタ)プロジェクトは、森林資源を100%活用し、木材のカスケード利用(木材の副産物
利用・残材利用)による地域再生と、新たな産業の創出、ＣＯ２の排出ゼロを目指した取り組みを行っております。
その舞台の一つである鳴子温泉地域では、プロジェクトを題材とした環境教育・企業研修・学習旅行等の新たな旅
行ニーズを創出しています。旅行を通じた宿泊・飲食施設の稼働率向上による地域経済の循環にも貢献しています。

展望の要旨

環境への貢献

社会・経済への貢献

地域資源の活用

普及・汎用性

革新・ユニーク性

継続性

取
組
評
価
の
要
旨

化石燃料を使用せず、木質バイオマスエネルギーを活用した木材乾燥を行っている。また森林環境の保全活動・啓発活動を行っている。

地域材を活用した木質バイオマスの地産地消と、エネルギーにかかるコストが地域に還元される事による地域活性化の実現。

建築用材として利用のできない木材は家具や木工品、製材端材は木材乾燥での活用、加工くずは木材バイオマスの原料として活用しています。

木質バイオマスエネルギーを燃料とする薪ボイラーの導入支援やペレットストーブの設置・メンテナンスを行っています。

カスケードチップを熱源とした売電❔サスティナヴィレッジの方❔

自社だけでなく県外の企業や団体と一緒に植樹・森林整備、SDGS関連・木育イベントにも積極的に参加をしております。

停電時におけるエネルギーの安定供給を目指しております。

取組の要旨

トレーサビリティの確かな地元材の供給体制をグループによる一貫体制にて実現するため、宮城県栗原市に工場を
新設。工場内では、木材のカスケード利用(木材の副産物利用・残材利用)の流れを辿ることのできる生産体制で
行っております。

実績の要旨

サスティナブルな地域社会の実現と未来の環境を守る取り組み
ーVESTAプロジェクトーと未来の環境を守る取り組み取組名称

企業 ／ 学校 ／ NPO・任意団体 ／ 自治体 ／ 地域コミュニティ ／ 個人 ／ ユース部門（概ね30代以下の次世代を担う若手が中心となって実施する取組はこちらにもチェックしてください） ／ その他取組主体の種別

団体設立後
の経過年数

活動地域応募取組主体名称 宮城県・TimberWorkGroup (参加企業５社) 応募取組の
活動年数

サステナブルデザイン賞 ／ 子どもエンパワーメント賞 ／ 環境と福祉賞 ／ 環境地域ブランディング賞 ／ 環境ひとづくり賞 ／ 環境社会イノベーション賞 ／ 地球と人への想いやり賞 ／
SDGsビジネス賞 ／ EXPO2025 いのち動的平衡賞

５年目

５年目

応募取組に関連する
実行委員会特別賞
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木質バイオマスを使ったペレット製造、発電・熱事業を行っています。

地域材100%利用による、CO２の削減、地域に新たな産業の創出を目指しています。

建築用材として利用のできない木材は家具や木工品。家具や木工品にならないものをエネルギーとして活用し、木材のカスケードによる100%利用を目指していま
す。
木質バイオマスエネルギーを燃料とする薪ボイラーの導入支援や、チップボイラー、CHP、ペレットストーブの設置・メンテナンスを行ってい
ます。
次世代を担う子供たちを対象とした森遊びなどの自然体験プログラムの実施、木材のカスケード利用について学ぶ見学の受入れを行っています。

CO２発生ゼロを目指した事業改革・商品開発を行っています。

地域資源を利用した、100％再生エネルギー事業を目指しています。
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